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論 文 の 要 旨 
 
日本語学習者が文法、語彙、発音などを習得したとしても、日本語の描写方法の習得が不十分な場合、それ
によって不自然な文が産出され、理解しにくい談話につながる可能性がある。そのような問題を防ぐためには
日本語教育の現場において視点に関する指導が必要である。従来の視点（出来事を見る話し手の位置）に関す
る研究では、日本語母語話者の場合、話し手は談話の主人公に「視座」を置いて描写することによって、談話
の流れがスムーズになり、理解しやすくなると指摘されている。その際、話し手は自分自身の視座を明示する
ために、受動表現や授受表現、移動表現などの「視点表現」を使用することが不可欠である。 
その一方で、外国人日本語学習者の場合、視座を表す視点表現が使われていないか、複数の視座が混在して
いるため、談話の展開が理解しにくくなることがある。また、学習者の日本語の談話は、その学習者の母語の
描写方法の影響を受ける可能性がある。日本語学習者が不自然な談話を作った場合、その要因を把握するため
には、視座に関わる問題点とともに、学習者の母語の視座も分析する必要がある。視点に関する対照研究は、
中国人日本語学習者を対象とした視点研究や、韓国人日本語学習者を対象とした視点研究は活発に行われてい
るものの、タイ人日本語学習者の視点に注目した研究はまだ少ない。そこで、本論文ではタイ人日本語学習者
の視点に焦点を当てて、視点表現の使用状況および視座の置き方を考察することにした。分析データとして翻
訳の小説・エッセイと、調査参加者によるストーリー・テリング文（一連の内容について描写する文を指す。
以下、ストーリー文）に分けて考察を行った。日本語とタイ語の視点に関する特徴について考察を行うととも
に、日本語学習者の視点に関する問題点を明らかにすることによって、日本語教育現場における視点表現の有
効な指導法を示唆することが目的である。 
第１章では、本論文の課題や目的について述べ、本論文の全体の構成について述べた。第２章では視点表現
に関する先行研究の分析および日本語教育における視点の問題点について考察を行った。そして、第３章では
日本語とタイ語の受動表現および授受表現の分析によって両言語の視点表現である受動文の使用実態を分析
し、受身文の特徴を通じて両言語の視点表現の類似点、相違点について考察した。第４章では、両言語の翻訳
書に使われている受動表現の使用実態について調査を行い、用例の分析を通して視点表現について考察を行っ
た。12 冊の翻訳の小説・エッセイを対象資料に、受動表現の用例を分析した結果、日本語の原書では受動表
現が多用されているが、それに対応するタイ語の翻訳書では受動表現の用例数が少ないことが分かった。一方、
タイ語の原書は日本語に翻訳されると、受動表現の用例数が多くなることが明らかになった。この結果から、
同一の内容について描写する際に、日本語はタイ語に比べて受動表現が多用されていること、両言語の受動表
現の働きには相違点が存在していることが分かった。日本語の場合、被害の意味が含まれる出来事でも被害の
意味が含まれない出来事でも、話し手に視座を置くために受動表現を用いることが可能である。一方、タイ語
の場合、談話の流れを理解しやすくするために、話し手に視座を置くのではなく、意味を中心として被害性を
表すために受動表現を用いる傾向がある。この意味的特徴からタイ語の受動表現は働きが制限されていること
が明らかになった。 
第５章では、実際の日本語の談話における視座の置き方を分析するために、40 名の日本語母語話者（以下
NS）と 40 名のタイ人日本語学習者（以下 TL）を調査参加者に、描写タスクを実施し、分析を行った。日本
語母語話者と日本語学習者の談話における視座を分析するために、ストーリ ・ーテリングの調査方法を採用し、
8コマの自作漫画を調査参加者に見せ、漫画の出来事についてストーリー文を筆記させた。ストーリー文の中
に使われている受動表現や授受表現を中心に視点表現に注目して視座の置き方について分析を行った。調査の
結果、40名の NS（100％）は「統一視座」、つまり、自分自身にのみ視座を置いて描写する傾向を示した。他
方、28 名の TL（70%）は「統一視座」の傾向を示したが、その半分以上（19 名、47.5％）は部分的にしか視
点表現を使用していないことが明らかになった。それが原因で、談話の中で話し手の視座が明示されなくなり、
談話の流れとして理解しにくくなることが分かった。なお、NS と TL の相違点として、NS のストーリー文
では観察されなかったが、9 名の TL（22.5%）のストーリー文では「複数視座」、3 名の TL（7.5%）のストー
リー文では「視座不明示」となっていることが明らかになった。NS と異なって、TL は自分自身以外の人物
にも視座を置いて描写したり、視点表現を用いずに描写したりしていることが見られた。TL によるタイ語の
ストーリー文と比較して考察すると、母語でも「複数視座」の描写となっており、TL の日本語はタイ語の描
写方法に影響されている可能性が高いと言える。 
第６章では本論文で明らかになった日本語とタイ語の視点表現についてまとめ、本論文の成果がタイ人日本
語学習者を対象とする日本語教育現場でどのように応用できるかについて述べた。本論文の分析結果から、日
本語は「話し手の視座」を中心に描写するという特徴がある一方、タイ語は動作主、つまり「話し手の注視点」
を中心に描写するという特徴があると言えよう。それぞれの描写方法の特徴に基づいて、日本語の談話におけ
る「話し手の視座」の重要性をタイ人日本語学習者に明示的に意識させる必要があると言える。 
また、本論文の今後の展望として、対照研究および視点研究の観点から日本語の文法項目をより幅広く分析
し、構文レベルや意味レベルのみならず、談話レベルの「理解しやすく、日本語らしい描写方法」をタイ人日
本語学習者に習得させるための重要な役割を果たすことが期待される。 
 
審 査 の 要 旨 
１ 批評 
本論文は、タイ人日本語学習者が談話において不自然な表現を産出する要因を探るために、日本語とタイ語
の視座の置き方に注目し、両言語の描写方法の比較を通してそれぞれの相違点について考察したものである。
日本語学習者が用いる描写方法を把握するために、日本語母語話者による日本語との比較は勿論、その学習者
の母語も分析しなければならない。本論文では日本語とタイ語で収録された 12 冊の対象資料より受動表現を
抽出して、両言語を同一の基準に基づいて比較分析し、考察を行った点で大いに評価できる。 
また、近年、日本語に関する視点研究は活発に行われているが、タイ人日本語学習者の視座の置き方に関す
る研究はまだ少ないのが現状である。本研究に示したタイ人日本語学習者のストーリー文を対象に談話分析を
行い、両言語の類似点と相違点を明らかにした点は視点研究として貴重なデータであり、タイ人日本語学習者
の視座の置き方を探る上で大変有意義であると言えよう。 
さらに、調査を通して得られた両言語の視座の置き方の相違点に関する知見は、多くの文法項目にかかわる
問題点を把握することにもつながり、日本語教育の現場への示唆がある。本研究の成果は、今後のタイ人日本
語学習者を対象者とした視点研究の礎を築いたものとして高く評価できる。 
しかし、本研究の問題点としては、移動表現や感情表現など他の視点表現については分析できず、受動表現
と授受表現に限定して考察を行ったことである。受動表現と授受表現を中心に検討したため、両言語の視点表
現の全体像について議論することができなかった。日本語とタイ語の移動表現や感情表現に見られる相違点を
明らかにすることは今後の課題として残されている。また、タイ人日本語学習者によるストーリー文は価値の
あるデータとして評価できるが、調査実施後のフォローアップインタビューは十分に実施することができなか
った。調査後のフォローアップインタビューを通して学習者の視点に関する認識を探り、目標言語である日本
語と母語の視点表現についてどのように理解しているかを分析することによって、より効果的な日本語学習法
が提案できるのではないかと思われる。 
今後の課題として以上の問題点が指摘できるものの、日本語とタイ語の視点表現を比較考察し、日本語母語
話者とタイ人日本語学習者の視座の置き方の相違点を明らかにした本研究の成果は、極めて優良なものである
と判断される。 
 
２ 最終試験 
平成 27 年 1 月 14 日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
  
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（国際日本研究）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
